




























































































































































































thousand 60 kg bagsであり，それが EU（42,426 
thousand 60 kg bags）とアメリカ（23,743 thou-










































































































2007年 サークル Kサンクス 「淹れたてコーヒー」を展開する。
2009年 10月 ミニストップ 「M’s STYLE COFFEE」を展開する。
2011年  1月 ローソン 「MACHI café」を展開する。
2012年  9月 ファミリーマート 「あじわい Famima Café」を本格展開する。
2013年  1月 セブン-イレブン 「SEVEN CAFÉ」を本格導入する。（同 9月に全店導入完了）
2013年  5月 サークル Kサンクス 淹れたてコーヒーを 130円から 100円に値下げする。
2013年 11月 ファミリーマート ブランド名を「FAMIMA CAFÉ」に一新し，ブレンドコーヒー Sサイズ（120円）を新発売する。
2013年 12月 ローソン 希少な豆「イエローブルボン」100%使用のスペシャルコーヒーを約 240万杯の数量限定で提供する。
2014年  3月 ローソン 農園・生産地域 100%指定のコーヒー豆でのブレンドに変更する。
2014年  3月 ミニストップ コーヒー豆と焙煎方法を見直したブレンドコーヒーを新発売する。
2014年  4月 ミニストップ アイスコーヒーの上にソフトクリームを乗せた「コーヒーフロート」を新発売する。
2014年  4月 ファミリーマート ブレンドコーヒー Sサイズを 120円から 100円に値下げする。




2014年  9月 ローソン 全メニューの重量・価格を見直し，ブレンドコーヒー Sサイズ（ホット，アイス，100円）を新発売する。
2014年 10月 セブン-イレブン コーヒー豆の配合・焙煎を見直し，豆の渋皮を除去する独自の「磨き工程」を導入し，リニューアルする。
2014年 10月 セブン-イレブン 「セブンカフェドーナツ」を新発売する。
2014年 10月 ファミリーマート エスプレッソ抽出式コーヒーを使ったチョコレートドリンク「ショコラ・ラテ」を新発売する。
2015年  1月 ローソン 一部の店舗でセルフマシンを導入する。
2015年  3月 ローソン レインフォレスト・アライアンス認証を受けた農園で生産されたコーヒー豆のみを使用し，ブレンドコーヒーをリニューアルする。
2015年  4月 ローソン 「カフェラテ」をリニューアル（各 30円値下げ）する。「マチカフェドーナツ」を本格展開する。
2015年  4月 ファミリーマート 「ファミマカフェドーナツ」の販売を強化する。
2015年  4月 ミニストップ 新型コーヒーマシンを導入し，アメリカンコーヒーを新発売する。「おとうふどーなつ」を新発売する。
2015年  6月 セブン-イレブン 「アイスカフェラテ」を新発売する。
2015年 10月 ファミリーマート 「抹茶ラテ」「ココア」「紅茶」を新発売する。












チェーン名 セブン-イレブン ローソン ファミリーマート サークル Kサンクス ミニストップ
















コーヒー豆の品種 アラビカ種豆 100% 不明 不明 アラビカ種豆 100% アラビカ種豆100%
コーヒー豆の産地 不明 五つの国の農園 不明 不明 五カ国（ホット），四カ国（アイス）










































































































2014年 3月 28日付「MACHI Caféコーヒーを
リニューアル」（http://www.lawson.co.jp/com 
pany/news/088358/），2014 年 2 月 25 日～2014


















































































































































































































































め一時的に，小粒（内容量 : 1.1 kg）の代わり











































































































































































































































販売額 売上高構成比 粗利率 粗利益
2.7兆円 25% 10% 2,700億円
カウンターコーヒー
販売額（杯数＊平均単価） 売上高構成比 粗利率 粗利益
2,280億円（19億杯＊120円） 2.08% 50～60% 1,140～1,368億円
出所）　 経済産業省「商業動態統計調査」（CVS販売額），ローソン『統合報告書



































Society of Marketing and Distribution，1-17頁。
川邉信雄［1994］　『セブン-イレブンの経営史─日
米企業・経営力の逆転』有斐閣。
川邉信雄［2003］　『セブン-イレブンの経営史─日
本型情報企業への挑戦』有斐閣。
金顕哲［2001］　『コンビニエンス・ストア業態の
革新』有斐閣。
清水信年［2010］　「ローソンの出店行動に関する
事例研究」『流通科学大学論集―流通・経営編
―』22（2），流通科学大学学術研究会，177-
192頁。
矢作敏行［1994］　『コンビニエンス・ストア・シ
ステムの革新性』日本経済新聞社。
矢作敏行［2011］　『日本の優秀小売企業の底力』
日本経済新聞出版社。
矢作敏行［2014］「小売事業モデルの革新論　─分
析枠組みの再検討─」『マーケティングジャー
ナル』33（4），日本マーケティング学会，
16-28頁。
一般社団法人全国清涼飲料工業会［2015］　『清涼
飲料水関係統計資料』。
飲料総研『飲料ブランドブック 2015年版』。
ローソン『統合報告書』及び『アニュアルレポート』
（各年版）。
『月刊コンビニ』商業界（各号）。
セブン-イレブンウェブサイト「SEVEN CAFÉ」
（http://www.sej.co.jp/products/sevencafe.html）。
ローソンウェブサイト「MACHI café」（http://mach 
icafe.lawson.jp/）。
インターネット・リソースは，特に断らない限り
2017年 2月 3日に所在を確認した。
